
”天気”投稿規定

　「天気三は日本気象学会の機関紙で，年12回発行さ

れ，気象に関孫のある，（1）論文，（2）要報，（3）討

論，（4）綜合報告，（5）解説，（6）写真，（7）学会

記事・（8）・会景消息，（9）意晃・その他を自由に投稿

できますかち，ふる6て御投稿下さい．

　御投稿の時は，次の点に御注意下さい．
1
．
送
り 先は，東京都千代田区大手町1の7，日本気象

　学会，天気編集委員，奥田穣宛，のこと．天気編集委

　員が受理した日をもって，論文受理日とします．地方

　から送付される方は地区編集委員を通して送られて竜

　結構です，

2
． 原稿は，400字詰めまたは500字詰め原稿用紙に和

　文で横書きにし，長さは400字詰め原稿用紙で，30枚

　を越えないようにして下さい．これを越えると，適当

　な代価を請求する二．とがあります．

3．詳融ゆ始牒，は・ 題名・著者名（ふりがな）・所属

　機関名を明記して下さい．

「4．400字以内の要旨を附記して下さい．
5
．
図
表 の数はてきる限り少くし，図は黒で縮尺を考慮

　してせん明1こ≦レ」スして下さい．

6
．
数 式は行をあ｝ラて明瞭に書いて下さい．

7
．
引用文献ほ論交末につけ，次の儲にしたがって書い

　て下さい．

　藤原咲平，1950：気象光学進歩の概観，気象集誌

　　　1，28，55～68．

　Amason，G，1953：A　Baroclinic　Model　of　the

　　　Atmosphere　applicable　to　the　Problem　of

　　　Numeical　Forecasting　in　Three　Dimensions，

　　　1．Tellus，5，　386～420．

　「天気」の編集は天気編集委員会で行い，事情によっ

ては，論文の加筆，削除等を著者に請求することがあ

り，内容によっては，印刷しないことがあります．ま

た，印刷の順序は受理日順としますが，編集の都合によ

って，必ずしもその通りに行かないことがありますか

ら，御了承下さい．

　会員は論文，要報，綜合報告，解説の別刷を50部まで

無料で請求することができます．それ以上の部数が御入

用の時は，実費で御渡しします．学会記事，会員消息，

写真，その他に対しては別刷を出しませんが，場合によ

っては実費でおわかちします．非会員の方が投稿された

場合には，印刷代および別刷の実費をいただくことがあ
ります．

　「天気」編集委員はつぎの通りです．
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マ

編集部だより
　　　　　　　1．雲鏡の原稿募集

　今まで｛、評氣のよかった雲鏡欄を開敏し，全会員か

らの投稿によって，全会員の自由な声の交流を行うこ

とを念願としております．堅苦しく考えないで，思っ

たことをそのまま投稿して下さ、るように希望します．

誌上匿名て結構てす．ただし，字数は580字から600

字まての聞に御趣旨を集約して下さい．

　　　　　2．地方だよりの原稿募集

　あるいは孤島て，あるいは都市の中で，気象観測や

その地方特有の災害対策のために従事し，調査研究を

片手聞に行っている会員．また，その大学でなければ

ならないような設備あるいは環境にあって特殊なテー

マを追及している会員の環境を，地方だよりとして投

稿して下さい．写真a3葉添付し・原稿叩紙で2・一3枚

程度の長さでお願いします．

　　　　　　　　5．写真原稿募集

　珍らしい気象現象があった場合には，できれば，そ

の写真も添えて，機を逸せず，なるべく早く投稿して

下さるようにお願いします．

4．天気の編集について，注文なり，御意見がおありと

思いますが，編集部宛どしどし卒直にお寄せ下さい．

　5．研究，調査上の御質問をお嵜せ下さい．

　地方である問題を研究あるいは調査しているとき

に，取扱い方がわからなくなってしまった場合とか・

疑問の点があった場合には，どしどし編集部に間い合

わせて下さい．編集部は喜んで質問に応じ，各専門家

の意見に徴して回答致します．

　　　　　6．誌上討論を歓迎します．

　研究上のアイデア，あるいは疑問点について・誌上

討論を展開する意味で，問題を提起して下さることを

歓迎します．


